
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

入団上進式及び指導者 
慰労会、保護者懇親会ご 
苦労様でした。 

本年度の方針に関しまし 
て入団上進式では時間の関 
係上配布のみで発表はいた 
しませんでしたが、”人の良 
いところを見る目を養おう” 
と致しました。 

ボーイスカウト活動は、 
この“人の良い所を見る目を養う“にはとても
よい活動だとおもいます。 

野外活動を行うには、どんなに一人の優れた
人でも限界が有り自然には太刀打ちできませ
ん。大きなテントを張ることも、大きな岩や大
木は動かすこともできません。また逆に人間関
係や信頼関係が確立していない人がどんなに
集まったとしても野外活動を一人でしている
のと変りません。スカウト活動の基本であるチ
ームワークが岩を動かし、大木を運び出し、整
地し、そこに大きなテントを豪雨でも中に水が
入らないようにしっかりとテントを張ること
が出来るのだと思います。 

チームワークとは、お互いを信頼し、得意不
得意、体力差、年齢差、男女差など全てチーム
の皆がそれぞれの長所を見出し、短所をカバー
し士気を上げ成り立っています。人の良い所を
見る目、そしてその良いところを集め大きな力
とする事が大切だと思います。 

また私たち指導者、スカウト及びスカウト活
動に携わっている保護者の皆様も皆この魔法
の目を持つことで互いの人間環境を心地よい
ものにできると思います。今期も宜しくお願い
致します。 

９月１６日（日）、祐天寺「祐光殿」において２０１３年度の入
団・上進式が開催され、目黒１団の「６３」年目がスタートしま
した。 

開会セレモニー、育成会より巌谷団委員の挨拶そして高
根団委員長より前年度活動の詳細な報告と新年度の方針
の表明がありました。 
引き続き例年どおり指導者の任命、入団、上進、表彰が行
われました。 

指導者については、隊間の異同と役割の変更がありまし
たが、全員が前年度からの引き続きでした。 
 続く新入団におきましては、今年はなんとビーバーばかり
でなくカブやボーイにも新入団があり、11 名の増加となり
ました。 

上進では昨年度人数が多かったビーバーから大量の上
進があったのでカブ隊が一気に大所帯となりました。 

新年度の指導者・スカウトの体制は下表のとおりです。 
前年度活動の表彰では、ガンバリ賞、精勤賞、皆勤賞の

他に、 活動に伴う進歩賞の表彰としてカブ隊のスーパー
カブ１名が対象となりました。 

休憩を挟んだ第２部は団ボリーの活動状況を、各隊とも
動画などの映像を使って楽しく報告しました。また併せて
地区キャンポリーやジョイントベンチャーの報告がありまし
た。 

式の後、各隊とも早速第１回目の集会をおこない、班分
け、組み分けなど新年度の活動をスタートさせました。 

        新年度 各隊指導者 

ビーバー隊 隊長:平野光副長:中村、平野琴、北野 

カブ隊    隊長:山口長副長：原山、宮沢、大滝、菅谷 

ボーイ隊  隊長:小林 副長:佐藤仁、脇川 

ベンチャー隊隊長:佐藤孝副長:林 

ローバー隊 隊長:小野寺 

    新年度 各隊スカウト数 

ビーバー隊 10 名 

カブ隊    24 名（ウサギ＝１７、シカ＝４、クマ＝３） 

ボーイ隊  24 名（小５＝６、小６＝８、中１＝５、中 2＝５） 

ベンチャー隊 8 名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 9 日、山手地区カブ隊合同隊集会が開催さ
れました。 

なかなかリーダー間の打合せができず、直前まで
色々ありました。9 月という事で色々な行事とぶつ
かり、参加団、人数の心配もありましたが、大変天候
に恵まれ、７０名近くのスカウト参加の元、最高のコン
ディション？の中ちょっと風強かったですが、 ペット
ボトルロケットの作成、競技を行いました。 

午前中は組集会。各組ごとロケットの作成、隊長
の説明後 500ｍｌのペットボトルにて個人用のロケット
を思い思いに作成しました。 

組で１つ 1.5L を利用した大きなロケットも作成しま
した。 

色々な形の主翼や色があって、工夫が見られ大
変良かったです。 

午後からは競技、距離・滞空時間、リレー、ロケット
キャッチなどの競技を行いなんと！なんと１団２組は
全体の２位！ おめでとう。 

事前に練習とか出来なかったのですが、皆楽しく
活動できました。     （報告：原山ＣＳ副長） 

9 月 16 日の入団・上進式に引き続き、翌 17 日
（祝日）はスカウトの日の活動です。 

目黒 1 団では毎年、地元祐天寺周辺の清掃奉
仕活動をおこなっています。 

今年も 55 名の参加（！）により実施しました。 
参加スカウトは 

BVS：８名 CS：１０名 BS：１１名 VS：２名 
指導者：１０名 保護者：１２名 その他：２名   

合計５５名 
全体を 3 つの班に分け、祐天寺駅を折り返すコ
ース、中目黒駅を折り返すコース、目黒区歴史資
料館を折り返すコースで活動をおこないました。 

この結果、空き缶：５８本、ペットボトル：６２本 
その他：可燃・不燃ゴミ・たばこの吸い殻多数 

を回収しました。    （報告：中村ＢＶＳ副長） 
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9 月 16 日入団・上進式に引き続き、祐育館和
室にて恒例のリーダー慰労会＆父母懇親会が
開催されました。 
美味しいお弁当を 
頂きながら、自己 
紹介や活動の話な 
どで楽しい 2 時間 
を過ごしました。 
 

 
 
 
山手地区目黒賛助会主催 
で毎年行われているチャ 
リティーゴルフの収益金 
は例年各団の活動費に充 
てられていましたが、昨 
年と今年は 合計２年間 
で約８４万円全額を東日 
本大震災の義援金として 
目黒区に関係のある気仙 
沼市へ寄付いたしました。 


